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土壌くん蒸剤

収穫終えたら、収穫終えたら、

即 キルパー!!即 キルパー!!

蔓延防止に古株枯死・
の使い方

褐斑病 ・ つる枯病 ・ ホモプシス根腐病 ・
フザリウム立枯病 ・ 基腐病 ・

コナジラミ類・アザミウマ類・センチュウ類・
ホウレンソウケナガコナダニ・

ハクサイダニ・クロバネキノコバエ類・ネダニ





深耕、注入等の作業なし
で、根っこのある土中深
くまで、薬液を浸透させ
ることができる。

枯れていない古株に
は、害虫、病原菌、セン
チュウが集まっている。

無処理 ＭＩＴＣガスのみ ＭＩＴＣ水溶液吸水のみ ＭＩＴＣガス＋水溶液吸水

キルパーの古株枯死効果

ガスと吸水の相乗効果で早く枯れ、殺虫効果も高い!

吸汁性昆虫（ワタアブラムシ）に対するガス効果・吸水効果

枯死に対するガス効果・吸水効果

ガス殺虫効果

※株枯死程度　0:株枯死率0～10%、1:10～40%、2:40～70%、3:70～90%、4:100%、
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処理中　例 試験開始7日後

葉は枯れたが、
茎は枯れず

茎は枯れた
葉は枯れず

茎と葉は
両方枯れた

キルパーの活性成分ＭＩ
ＴＣで一網打尽
害虫、センチュウ等を次
作前にリセット

生きた根があると、土
の中では水の通り道に
なる。

ＭＩＴＣ水溶液が、植物
体内まで移動する。

根っこ、硬い茎まできれ
いに枯れて、撤去作業も
楽々

吸水効果

ガス効果

日本曹達(株)榛原フィールド・リサーチ・センター試験

日本曹達(株)榛原フィールド・リサーチ・センター試験一気にキルパーをガス化することで
吸汁性昆虫は一網打尽に！



ＭＩＴＣガスまたは水溶液処理でのセンチュウに対する効果

古株枯死処理による きゅうり褐斑病に対する効果

※ 各値は３畝(100枚/畝)の平均値
※※ 発病状況は、多～甚発生(接種、薬剤処理34日前)

2017年 徳島県農林水産総合技術支援センター
処理日：7月14日
区制・面積：１区　１連　120㎡(6.0×20m)　90株
処理条件：株元設置灌水チューブ(ピッチ幅：変則180mm)で土壌に潅注。
　　　　  処理は株元マルチを除去し、立毛状態で実施。
発病指数０：葉に発病を認めない。
　　　　１：病斑が葉面積の５％未満を占める。
　　　　２：病斑が葉面積の５％以上、25％未満。
　　　　３：病斑が葉面積の25％以上、50％未満。
　　　　４：病斑が葉面積50％以上

キルパー古株枯死処理前のきゅうり褐斑病 発生状況
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キルパー古株枯死処理前の直管パイプ及び罹病葉
   から回収したきゅうり褐斑病菌分生胞子の発芽状況
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供試薬剤
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500
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キルパー

無処理ハウス

供試薬剤

500

500

調査分
生子数(個)

罹病葉

457

457

93.4

91.4

薬量
希釈倍数

60L/10a
50倍

発芽分
生子数(個)

発芽率
(％)

調査分
生子数(個)

発芽分
生子数(個)

発芽率
(％)

500

500

0

285

0

57.0

処理前 処理4日後

-
※ 発芽率以外の各値は５地点の総計。発芽率は５地点合計値から算出。

日本曹達(株)磐梯フィールド・リサーチ・ステーション試験

土壌のみ条件・検出センチユウ数/土壌50g

被害根+土壌混在条件・検出センチュウ数/土壌50g

キルパー
100倍希釈
原液あたり
60L/l0a

処理薬剤

①潅注、混和後被覆
(キルパー水溶液+ＭＩＴＣガス)

ネコブセン
チュウ数※処理用法

0.0

0.0

0.0

53.5
※2連平均

②潅注、混和後被覆せず
(キルパー水溶液)
③キルパー処理土壌とともに被覆
(調査土壌には処理せず)(ＭＩＴＣガス)

無処理 -

キルパー
100倍希釈
原液あたり
60L/l0a

処理薬剤

①潅注、混和後被覆
(キルパー水溶液+ＭＩＴＣガス)

ネコブセン
チュウ数※処理用法

0.0

0.0

61.0

196.5
※2連平均

②潅注、混和後被覆せず
(キルパー水溶液)
③キルパー処理土壌とともに被覆
(調査土壌には処理せず)(ＭＩＴＣガス)

無処理 -

センチュウまたは
センチュウのいる
根が入った土

何も入っていない土

ガスが透り難い袋

ガスが透る袋

潅注、混和後被覆
(キルパー水溶液+ＭＩＴＣガス)

潅注、混和後被覆せず
(キルパー水溶液)

キルパー処理土壌とともに被覆
(調査土壌には処理せず)(ＭＩＴＣガス)

①①

②②

③③

根の中にいるセンチュウを防除するには、水溶液を根に吸わせるのが効果的です！

一気にキルパーをガス化することで温室内の誘引パイプ等に付着した胞子や罹病葉の胞子も一網打尽に！



畝マルチ内に設置されている灌水チューブからキルパー
希釈液（５０～１００倍）を灌水する。

液肥混入器または灌水ポンプより吸液処理。

畝マルチ栽培でない場合、キュウリ、トマト・ミニトマト古株
を倒して被覆資材で覆ったあと、灌水チューブより薬剤
希釈液を灌水する。

株元マルチがない場合

キルパー剤をポンプから灌水配管に注入
（希釈比１００倍程度、冬季は希釈比５０倍程度）

株元マルチがある場合
栽培終了時（１２月）

処理21日後

古 株 枯 死 事 例
例：ミニトマト 例：きゅうり

（株を倒してビニール被覆）

処理６日後 処理３日後被覆除去



トマト・ミニトマト古株のコナジラミ類蔓延防止事例

きゅうり古株のネコブセンチュウ蔓延防止事例

夏季処理
薬剤 薬量

オンシツコナジラミ誘殺数（頭） （　）：密度指数

処理前（6/27） 処理6日数（7/3）※

株枯死程度

6日後

キルパー

無処理区

無処理区（被覆）

60ℓ/10a

-

-
※：5日間被覆し除去1日後

日本曹達（株）榛原フィールドリサーチセンター 2012年度委託外部試験

冬季処理

トマト古株を倒して被覆し、灌水チューブより50倍希釈水溶液を灌水した。
処理3日後に被覆除去して、防虫ネットのトンネル内に黄色粘着板を下げて1日後に誘殺された成虫数を計測した。

処理・調査方法：

処理期間の温度：19℃～34℃

薬剤 薬量
タバココナジラミ誘殺数（頭） （　）：密度指数

処理前（12/14） 処理7日数（1/2）

株枯死程度

7日後

キルパー

無処理区

無処理区（被覆）

60ℓ/10a

-

-

372（88.4）

421（100）

410（97.4）

0（0）

335（100）

417（100）

100%

0

0

58（58.6）

99（100）

53（53.5）

7（2.3）

310（100）

479（154.5）

100%

0

0

静岡県農林技術研究所 2012年度委託試験

トマト古株を倒して被覆し、灌水チューブより50倍希釈水溶液を灌水した。
処理3日後に被覆除去して、防虫ネットのトンネル内に黄色粘着板を下げて1日後に誘殺された成虫数を計測した。

処理・調査方法：

処理期間の温度：7.1℃～38.5℃（被覆内）、0.3℃～37.7℃（非被覆内）

地表

表
層

下
層

（ネコブセンチュウ数：頭数／土壌50g）

処理前 2週後 処理前 2週後

無処理区 キルパー処理区
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群馬農業技術センター　2011年度日植防委託試験より

収穫終了したきゅうり株を抜根せず倒し、灌
水チューブを株元に設置した後にビニールで
覆う。
キルバー液剤60ℓ相当量(10a当り）を100倍
に希釈した水溶液をポンプを用いて灌水チュ
ーブから株元及び土壌表面に灌水した。
2週間後に被覆を除去して土壌を深さ別に採
取しネコブセンチュウ頭数をベールマン法で
調査した。

根域の深くまで
センチュウ数を減らします。
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使用上の注意事項 (古株枯死関連部分抜粋)

１．誤飲などのないよう注意してください。誤って飲み込んだ場合には吐かせないで、直ちに医師の手当を受けさせてください。本
剤使用中に身体に異常を感じた場合には直ちに医師の手当を受けてください。

２．本剤は眼に対して刺激性があるので眼に入らないよう注意してください。眼に入った場合は直ちに水洗し、眼科医の手当を受け
てください。

３．本剤は皮ふに対して弱い刺激性があるので皮ふに付着しないよう注意してください。付着した場合は直ちに石けんでよく洗い
落としてください。

４．ハウス等の施設内で薬剤処理する際は、次のことを守ってください。
①作業者がハウス内に入って薬剤処理する場合は、出入口、天窓、側窓等を開け通気をよくして作業を行ってください。作業後は
直ちにハウスを密閉してください。
②ハウスの外部に設置された薬剤注入器（液肥混入器）を用いて薬剤処理する場合は、ハウスを密閉してから薬剤処理を行って
ください。
③くん蒸中は、原則、ハウス内に立ち入らないでください。
④ハウス内に設置された薬剤注入器（液肥混入器）を用いて灌水装置による薬剤処理を行う場合は、薬剤処理終了後に灌水装
置を停止させるためにくん蒸中のハウス内に立ち入る際ガス濃度が上昇しているため、吸収缶（活性炭入り）付き全面面体防
護マスク、不浸透性手袋、ゴム長靴、不浸透性防除衣などを着用し、速やかに作業を終えて退室してください。
⑤灌水装置を用いた薬剤処理中に灌水チューブ裂けや配管ジョイント抜け等のトラブルによるやむを得ない事情でハウス内に
立ち入る必要がある場合は、一旦、薬剤処理を中断し、吸収缶（活性炭入り）付き全面面体防護マスク、不浸透性手袋、ゴム長
靴、不浸透性防除衣などを着用し、ハウス側面、天窓などを開放して十分換気した後に入室して作業してください。
⑥くん蒸後は、ハウス側面・天窓など開放して十分に換気した後に入室してください。

安全使用上の注意(古株枯死関連部分抜粋)

１．古株枯死、病害虫蔓延防止等の目的で栽培終了後に使用する場合は、次のことを守ってください。
（1）前作の野菜類、花き類・観葉植物の栽培終了後または集積した寄生収穫残渣物に使用してください。
（2）使用方法を土耕栽培や養液栽培（土壌・培地）等で灌水処理を行う場合は次のことを守ってください。
(ア)水希釈割合は次を一応の目安とし、ほ場土壌水分状態を考慮して適宜増減してください。
①野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死目的で使用する場合は、30～100倍程度を目安としてください。
②病害虫蔓延防止目的で使用する場合は、30～100倍程度を目安としてください。
③センチュウ類蔓延防止目的で使用する場合は、100倍程度を目安としてください。
④但し低温期（11月～１月）に古株枯死、病害虫蔓延防止の目的で使用する場合は、20～30倍程度を目安としてください。
⑤にら、にら（花茎）に使用する場合は、30～100倍程度を目安としてください。
⑥必要量を分注して使いきってください。

(イ)野菜類又は花き類・観葉植物などの古株枯死、病害虫蔓延防止目的で予め被覆した内で灌水処理する場合の被覆期間
は３日間（25℃以上）～７日間（10℃）を目安とし、その後ハウスを開放してください。

(ウ)きゅうり、なすの病害虫蔓延防止目的で灌水処理する場合は、被覆は予め除去して行い、処理中ハウスは３日間密閉して
ください。

(エ)本剤使用後の次作物のは種または定植は21～28日間以降を一応の目安としますが、処理後の天候・気温等を考慮して
期間を延長するか、ガス抜き耕起作業を十分行ってください。

（3）使用方法を散布または散布混和処理で行う場合は次のことを守ってください。
(ア)散布は原液または水５倍程度の希釈液を目安としジョウロなどで散布すると均一に処理できます。
(イ)ほうれんそう害虫蔓延防止目的で処理する場合のほ場土壌は握って崩れる程度のやや乾燥気味で行ってください。ほ場
土壌水分が高い場合は次作のは種は10日間以上に延長してください。

(ウ)ねぎの寄生収穫残渣集積物に散布処理する場合の被覆期間は３～７日間を目安としてください。
(エ)かんしょの次作の基腐病発病抑制及びにんにくのイモグサレセンチュウ蔓延防止の目的で使用する場合は、原液または
水で3倍程度に希釈して土壌表面に散布し直ちにロータリー等で混和し、直ちに鎮圧又は農業用被覆資材等で被覆する
作業体系で実施してください。

（4）使用方法を注入で行う場合はにら栽培終了後の畝株元周辺に注入してください。
（5）薬剤処理前後に被覆又は覆土・鎮圧せずに使用する場合は、ビニールハウス等の施設内で行ってください。
２．灌水装置を使用して薬剤処理を行う場合は、灌水装置のトラブル防止のため、使用前に灌水装置の点検を行い、灌水チューブの
裂け、配管ジョイントの抜け、薬剤注入器（液肥混入器）の不具合などがないことを十分に確認してください。



https://www.nippon-soda.co.jp/nougyo/product/3789/















